
１　調査団の背景と目的

１－１　調査団派遣の経緯と目的
　　 平成 11年 10月より UNTAET（United Nations Transitional Administration In
East Timor：国連東チモール暫定統治機構）の暫定統治下に入った東チモールにおい
ては、現在我が国を始めとする各ドナー国、国際機関及び NGO による独立/復興に向
けた支援活動が展開されている。本年１月から派遣された我が国の経済協力調査団の
報告においても、さまざまな分野における協力隊派遣が提言されているとともに、デ
メロ UNTAET 特別代表からも JICA ボランティアの派遣要請が書面にて提出された。今
後、一般民衆の生活基盤の確立および生活改善を第一義に考え、一般住民への浸透力、
支援の機動力さらに環境への適応力を持った青年海外協力隊員を派遣すれば、さらな
る効果的な協力が可能となると考える。
　暫定統治下での協力隊員の派遣については、国際機関が派遣取極の相手側主体とな
りうるかという外交的課題が残されているが、東チモール支援の緊急性を鑑み、当面
は他の制度を利用した協力隊員の派遣を探るべきであると考える。また、外交的課題
が解決された時点、もしくは近い将来、東チモールが正式に独立国になった時点には、
スムーズに協力隊の派遣が実施できるよう具体的なニーズの発掘や派遣可能性の調
査、現地の生活環境の調査を現時点で行うことも重要である。

１－２　調査項目
（１）UNTAETの協力隊受入に関する方針・政策
・ボランティア事業に対する UNTAETの方針・政策の情報収集
・ UNTAET からの派遣要請にある、農業、土木、教育、職業訓練、生活向上及び
保健医療等の分野において、協力隊事業に合致するニーズ・可能性の調査

（２）派遣取り決め・締結等に関する情報収集
・受入の支援体制の確認（免責、免税措置等）
・ E/Nの締結の可能性及び方法の調査

（３）現地後方支援体制確立のために必要な諸策に関する調査
・調整員派遣の環境整備

（４）安全確保対策
・治安状況
・通信手段
・緊急避難ルート・手段
・輸送手段等
・派遣可能地域

（５）要請発掘
・分野毎のニーズの調査
・可能性のある配属先の調査
・緊急に対応すべきものと将来的に通常の協力隊派遣スキームで対応すべきもの
　を調査

（６）協力活動と生活のための環境に関する調査
・隊員活動環境に関する調査（言語、C/P、活動環境等）
・隊員生活環境に関する調査（衣、食、住、衛生、医療等）
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（７）訓練すべき言語及び施設の調査
（８）他のボランティア活動調査

１－３　調査団の構成
（１）総括
　　　三苫　英太郎（青年海外協力隊事務局　海外第１課長）
（２）協力企画・土木
　　　鳥羽　美智雄（青年海外協力隊事務局　技術顧問）
（３）派遣計画・農業
　　　津川　智明（協力隊調整員経験者）
（４）業務調整・生活向上
　　　堰免　直樹（協力隊調整員経験者）
（５）教育・職業訓練
　　　麻生　宣子（インドネシア OG：日本語教育）
（６）保健衛生
　　　八田　早恵子（インドネシア OG：看護婦）

１－４　調査日程
別紙のとおり
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調査日程

月日 曜日 調査行程

三苫 堰免 八田 津川 麻生 鳥羽

1 4月6日 木 成田発（11:35）→シンガポール着（17:25） シンガポール発（22:35）→

2 7日 金 ダーウィン着　ダーウィン発（17:00）→ディリ着（17:15）　高橋副代表表敬

3 8日 土 JICA事業所打合、調査方針協議（含高橋副代表）Liquica地方視察

4 9日 日 市内の現況調査

5 10日 月 UNTAET山本氏/JICA農業調査団/UNTAET表敬/JICA開発調査団

6 11日 火 UNTAET農業部門/教育部門/UNTAET Doner Coordinator訪問

7 12日 水 事業所職員と打ち合わせ、ディリ県Working Committeeに出席

8 13日 木 MANATOTU県視察、外務省ディリ連絡事務所担当官と協議、UNTAET保健部門と協議

9 14日 金 CNRT教育担当官と協議、ICRC病院視察、UNTAET教育関係者会議、日本人連絡会

10 15日 土 Maubisse, Aileuを視察、JICA/高橋副代表に経過報告

11 16日 日 生活環境調査

12 17日 月 BAUCAU県、LAUTEM県　要請背景調査

13 18日 火 　　　　〃 東京発

14 19日 水 　　　　〃　　　　　　　　　　　　/ 　UNTEATの担当者に中間報告 ディリ着

15 20日 木 　　　　　　　　情報収集/生活環境調査 　　　　/ 　高橋副代表に中間報告

16 21日 金 ディリ発 情報収集/生活環境調査　江尻ディリ事業所長着任

17 22日 土 東京着 NGOの活動調査/生活環境調査

18 23日 日 報告書作成

19 24日 月 ILO職業訓練担当者と面談/高橋副代表、JICA事務所へ報告/水供給プロジェクトと協議

20 25日 火 JICA農業専門家と協議 / UNTAET, Ms. Faith Hardingを訪問

21 26日 水 JICAインフラ調査団と協議 / LIQUICA県、NGO(Peace Winds Japan)活動視察

22 27日 木 AINARO県視察、UNTAET黒田氏と面談

23 28日 金

24 29日 土 NGOと面談 / 高橋副代表に経過報告

25 30日 日 河野外務大臣との懇談会に出席

26 5月1日 月 MANATUTO県、BAUCAU県、LAUTEM県の要請背景調査

27 2日 火 　　　　　　〃

28 3日 水 　　　　　　〃

29 4日 木 　　　　　　〃

30 5日 金 UNTAET、JICA事業所、政府連絡所へ報告および帰国挨拶

31 6日 土 生活環境調査/資料整理

32 7日 日 報告書作成

33 8日 月 ディリ（12:45）→デンパサール（14:40）

34 9日 火 デンパサール（21:45）発

35 10日 水 東京（8:40）着
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１－５　調査団面談者リスト

１．United Nations Transitional Administration in East Timor (UNTAET)

Mr. Akira Takahashi Deputy Special Representative of the Secretary General
 (DSRSG)

Ms. Faith Harding   Director, Office of the DSRSG
Mr. Aiichiro Yamamoto Senior Civil Affairs Officer, GPA(*)
Ms. Catherine Walker Director, Donor Coordinator Unit, GPA
Mr. Tomofumi Nishinaga Program Officer Donor Coordination Unit, GPA
Mr. Sergie Verniau Head of Agriculture Unit, GPA
Ms. Bodil Head of Education Unit, GPA
Mr. Jim Tulloch Head of Health Unit, GPA
Mr. Yosh Azuma Research and Census Unit, GPA
Ms. Yukiko Tahira Civil Service Program Unit, GPA

　　　　　　　*GPA: Governance and Public Administration
２．District Office, UNTAET

BAUCAU District Office
Ms. Sarwar Sultana District Administrator (D.A.)
Mr. Yusheng Yang Deputy District Administrator
Mr. Loka Nath Dahal Agriculture Officer
Mr. Omar Jallow Education Officer
Mr. Moshtaque Ahmed Health and BAUCAU Sub-District Field Officer
Mr. Shaihou Njai VEMASSE Sub-District Field Officer
Mr. Fredrick Ssail Infrastructure and VENILALE Sub-District Officer
Ms. Christine Sewamjana District Field Officer

MANATUTO District Office
Mr. Anastasi Rwegayura District Administrator
Mr. Habonimana Aloys Agriculture Officer
Mr. Fakhradin Al-Shaikham Project Officer

AILEU District Office
Ms. Kate McIlwain Health and AILEU Sub-District Field Officer
Mr. Kibayasi Seif Infrastructure and Field Officer
Mr. Rainer Frauenfeu Humanitarian Affair and Project Officer
Ms. Sukanya Mohan Das Community Officer

AINARO District Office
Mr. Kazuyoshi Kuroda MAUBISSE Sub-District Field Officer
Mr. Umar Kamarah MAUBISSE Sub-District Field Officer
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LAUTEN District Office
Mr. Gianni Deligia        District Administrator

３．CNRT

Mr. Jose Abel           Agriculture Department
Mr. Filomeno Jacob  Education Department (National Coordinator)
Mr. Domingo Souza  Education Department
Mr. Armindo Maia  Education Department

４．International Agencies, NGOs, Institutions, etc.

UNV Mr. Joan Hondewa
(United Nations Volunteer：国連ボランティア)
GTZ Mr. Jim Metzer (R.R in East Timor)
(Deutsche Gesellschaft fur Technishe Zusammenarbeit：ドイツ技術協力公社)
UN-ILO Mr. James McAuley (Vocational Training)
(United Nations International Labour Organization：国際労働機関)
ICRC Mr. Kuno Naohiko (Doctor)
(International Commottee of the Red Cross：国際赤十字委員会)

Mr. Kuchii (X-ray radiologist)
Ms. Noriko Ikeda (Nurse)

MSF Ms. Christian Jnop
(Medecins Sans Frontieres：国境なき医師団)
AFMET Mr. Osamu Arakawa (Coordinator)

Ms. Maria Pauline Ileto (Coordinator)
Ms. Endo (Nurse/Sister)
Ms. Komukai (Nurse)

ADRA Japan Mr. Stephana T. Tsukamoto (Executive Director)
Mr. Hikaru Izumiya (International Program Officer)

Peace Winds Japan Mr. Koichi Yamauchi (Project Officer)
PPRP-PARC Mr. Kiyokazu Koshida (Secretary General)

Mr. Yasuyuki Kubo (Project Manager)
World Vision Japan Ms. Yumiko Minami (International Programs)
SHARE Ms. Kawaguchi (Nurse)

Ms. Tokuda (Nurse)
Ms. Kato (Nurse)

VEMASSE Village, Sub-District VEMASSE, District BAUCAU
Mr. Tomas Francisco (Chief of VEMASSE Village)
Mr. Cosme Freitas (Ex-Chief VEMASSE Village / CNRT)
Mr. Carlos Dasneues Pereira (Director of Junior High School)

FILORO Agriculture High School (Don Bosco)
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　 Mr. Manuel Ximenes (Director)
FATOMACA Technical High School (Don Bosco)

Mr. Marcal A. Loys (Director)
Mr. Venancio Freitas (Head of Machine Shop)
Mr. Adriano de Jesus (Teacher)
Mr. Baltasar Pires (Teacher)
Mr. Locatelli (Teacher)

VENILALE Sisters High School (Don Bosco)
Ms. Joanna Goik (Director)
Ms. Justina Lopes (English Teacher)
Ms. Herminia (Teacher)

BECORA Technical High School
Mr. Antohinho Pires (Vocational School Director)
Mr. Tomas Soares Xavier (Coordinator)

５．外務省関係者

Mr. Tetsuro Taniguchi 　　Consul/Second Secretary, Embassy of Japan
Mr. Akio Hasuka 　　Consul, Embassy of Japan
Mr. Yushi Suzuki 　　Third Secretary, Embassy of Japan

６．JICA関係者・調査団

農業調査団 Mr. Toyozo Tanaka
Mr. Tadashi Watahiki

緊急社会基盤整備計画調査団 Mr. Haruo Sakashita
水供給システム緊急整備計画調査団 Mr. Judo Hagiwara
緊急復興地理情報データベース作成調査団 Mr. Toru Watanabe
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２　要請背景調査結果

２—１　調査要約
（１）派遣取り極め、締結等に関して

4月 14日、UNTAETの Ms. Faith Harding宛に MINUTES案を提出。
4月 20日付の三苫調査団長のﾚﾀｰとともに E/NのﾄﾞﾗﾌﾄをMs. Hardingに提出。
E/N ﾄﾞﾗﾌﾄに対して免責問題について協議中であり、回答を待って欲しいとの連
絡を Ms. Hardingから受ける。調査期間中には回答を得られなかった。

（２）派遣分野について
派遣分野については、農業、土木、教育、職業訓練、保健医療のそれぞれの分
野を中心に調査した。UNTAET の担当者との協議、各県単位の UNTAET 地方組織
の担当者の意見、さらに JICA の他の支援スキームとの関連性等から総合的に
判断して、当初の隊員派遣は村落復興支援分野（村落開発普及員、農業土木、
農業機械、家畜飼育、獣医、園芸作物、建築施工、青少年活動等）と職業訓練
（工業、家政等）とすることが望ましいと思われる。

（３）安全確保対策
地域をある程度絞って、複数の隊員をまとめて派遣する方法が望ましい。
治安に関しては、別表にあるようにそれぞれの県に PKF と CivPol（文民警察）
が配属されており、隊員派遣予定の BAUCAU 県にはタイの PKF が駐留している。
また、調査団として滞在した 1 ヶ月間の経験から推し量るに、Dili 市内も
Baucau市内の治安も良好との印象を受けた。

（４）訓練すべき言語
2000 年 5 月時点では東チモールの公用語は決まっていない。広く話されてい
るのはテトゥン語（アルファベットを使用、単語もポルトガル語を多く含む）
である。インドネシアに統合される前に教育を受けた人はポルトガル語を流暢
に話すが、統合以後に教育を受けた世代はポルトガル語はあまり話せず、イン
ドネシア語を話す。概ね 45 歳くらいを境として、言語の違いが顕著なよう
である。
従って、学校教育はしばらくはインドネシア語で行われるとのことである。た
だし、新しい国家が誕生し、公用語が決まった暁には、学校教育もその言葉を
使用することになるだろう。暫定統治期間はインドネシア語またはポルトガル
語のできる隊員を派遣することとし、公用語が決まった段階で訓練言語を決め
ることになろう。

２—２　隊員派遣について
（１）派遣方法

派遣取り極めのレベルによって次のような方法が考えられる。
日本政府と UNTAET との間で隊員派遣に関するしかるべき取極が結ばれるなら
ば、UNTAET を通して、または UNTAET に承認を得る形で隊員派遣の要請書を出
してもらう。
現状を見ると、UNTAET の地方組織は人事異動が早く、またカウンターパートと
して活動できる人材が見当たらないことから隊員側から必要と思われる活動を
オファーする形が望ましいと推察される。もし、しかるべき取極が困難な場合、
または取極までにかなり時間を要すると予測される場合は、特別短期派遣の緊
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急性という条件を踏まえたうえで、他の制度を利用した派遣方式をとることも
やむを得ないと考える。

（２）短期派遣期間
東チモールの正式な国家が誕生するまでの期間を当面の短期派遣期間と考え、
誕生した後はできるだけ早く通常の派遣体制に移行していくべきである。短期
派遣は情勢の変化に柔軟に対応できるように 6～12 ヶ月を単位として検討す
ることが適切と思われる。

（３）派遣形態
短期派遣隊員は即戦力、応用力、語学力、適応力等が要求されることから協力
隊や日系社会ボランティアの経験者が適当と考える。安全対策さらには活動の
独自性、効果、機動性等を考慮すると協力隊ﾁｰﾑ（グループ）派遣の形態をとり、あ
る特定の地域にしぼった村落復興支援を主目的として活動するような方法が望
ましいと考える。技術学校で活動する隊員については、活動主体は学校になる
が、学校と協議して時間があれば地域の農民も対象とした講習会等の活動も可
能となるよう幅を持たせたものとしたい。隊員活動の環境整備のため、かなり
準備期間が必要になると考えられるため調整員をできるだけ早い時期に派遣す
るよう要望したい。

（４）派遣地域及び職種
治安、生活環境、緊急時の対応、他の JICA 事業との関連等から判断して、BAUCAU
県の西部に位置する 3 つの Sub-District (Baucau, Venilale, Vemasse）を対象と
した地域を当面の活動地域として提案する。BAUCAU 市は東チモールの東北に位
置し、Dili 市から約 130km（車で約 3 時間）、Dili 市に次ぐ都市といわれ
人口は約 10 万人である。生活に必要なものは市内で調達可能であるが、水道
だけが一部未整備である。
隊員の職種は、上述したﾁｰﾑ（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）派遣の形態でしかも村落復興支援を主目
的とするならば、村落開発普及員、農業土木、農業機械、建築施工、家畜飼育、
獣医、公衆衛生等。職業訓練校を主にした活動として、自動車整備、電子機器、
家政、婦人子供服等が考えられる。
その他、水質検査、測量、理数科教師などの職種も要請があるが、チーム（ｸﾞﾙ
ｰﾌﾟ）派遣の形態や特定の地域に絞っての派遣形態を取ることから当初は見合わ
せたく、第 2陣以降に可能性を見つけたい。
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３　調査概要

３－１　調査内容

４月７日（金）
18:00　UNTAET高橋副代表表敬
顔の見える草の根レベルでの協力として協力隊による協力は期待されているし、私個
人としても早期の派遣を望みたい、と述べられた。

４月８日（土）
08:00　JICA事業所　渡辺所員と打ち合わせ
同調査団に対する JICA DILI 事務所コメントとして、派遣形態を①事業実施型、②チ
ーム派遣、③他の JICA 技術協力や緊急無償などとの連携、JOCV 経験者を短期に派遣する
案が提示された。

10:00　UNTAET高橋副代表と方針会議
JICA 事業所のコメントに対し同調査団としても同じような考えであることを伝える。
派遣方法については、専門家の派遣も調査団として実施されている現状から協力隊派
遣に係わる E/N の締結は難しいだろうし、締結までにかなり時間を要するようであれ
ば E/N 締結にこだわることは現実的ではないとの考えであることを述べた。高橋副代
表は現実的な方法で可能な限り早期の派遣を希望する旨の発言があった。

14:00　LIQUICA県を視察。
LIQUICA は最初に破壊活動の起こった町で、調査時点でも依然として学校をはじめ多
くの施設が破壊されたままの状態で残っている。UNICEF 等の援助でカトリック系の小
学校が再建され、1999 年 10月から授業を行なっている。生徒数約 400 人（6 クラス）、
教師数 11 人、午前と午後のクラスの 2 部制。使用言語はインドネシア語、ポルトガル
語、TETUM 語など教師によって異なる。また、市場も視察したが、以前の場所は全壊で
復興の目途なし。現在は別の空き地を利用して週に何度か市場が開かれている。町に
は小さな屋台程度の店があるだけで商店は見あたらない。医療施設は PKF ポルトガル
の軍医による簡易なクリニックがある。医薬品は PKF 用の物を持ち出しているため不
足しており、JICA が援助した医薬品を申請したいとのこと。病院（保健所レベル）は現
在 PKFにより再建中で利用できるまでには時間を要する。

４月９日（日）
08:00　ディリ市内見学、サンタクルス墓地は 1991 年に葬儀に参加していたチモール
人の参列者に対してインドネシア軍が銃を乱射し多数の死傷者が出た場所として知
られている。このことが東チモール人に独立への強い決意をもたらしたとも言われて
いる。キリスト像の丘は海に向かって大きく両腕を広げている巨大なキリスト像があ
り、信心深いクリスチャンであるチモール人の象徴ともなっている。中央市場は雑踏
の中で活気が感じられ、復興のバロメーターとも言えるだろう。
18:00　NGO 団体 SHARE と面談し活動内容について話を聞く。DILI 市内にある住居を
見学。住居は一軒家の賃貸で家具付。
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４月１０日（月）
08:30　UNTAET復興開発計画担当、山本氏と面談。
UNTAETの概要について説明を聞く。

09:30　JICA農業専門家　田中氏、綿引氏と面談。
農業機械、稲作に関する調査内容及び現状について説明を受ける。ドンボスコ教会が
運営している技術学校（農業学校・工業学校）についても説明を受ける。これらの学
校への隊員派遣の可能性を強調された。

16:00　JICAインフラ・水供給調査団と面談。（堀田氏、松本氏、進藤氏、百瀬氏他）
同調査団の業務内容及び東チモールにおける道路事情・水道事情等についての説明
を受ける。灌漑施設の復旧及び維持管理技術者の必要性、浄水場の運転管理、水道施設
の修理、水質検査の継続等、隊員派遣の可能性についての情報を得た。

４月１１日（火）
09:00　UNTAET農業部門責任者 Mr. Sergie Veruniauと面談。
UNTAET 農業政策についての説明を受ける。短期政策として、①東ティモール政府樹立
までに食料自給率を 100％を目指す。②小規模農業や水産業をビジネスとして自立
させる。具体的な作物として、米、コーヒー、メイズ、果樹等。その他、森林、畜産、
水産業について現状を聞く。隊員派遣との関連では畜産・獣医師、灌漑技術者などの
可能性が提案された。

10:00　UNTAET教育部門責任者 Ms. Bodilと面談。
初等・中等教育の現状と各援助団体の活動についての説明を受ける。具体的には世銀
による学校設備の再建や教科書の配布、UNICEF と CNRT の連携による教員研修プログ
ラム、CONCERN や OXFAM などの NGO 団体による教師サポートなど、2000 年 10 月の新
学期スタートへ向けての準備が進んでいる。一方、公用語の問題に絡み、学校での使
用言語や教科書の作成が課題になっている。当面はインドネシア時代の教育システム
によるカリキュラム及びテキストを使用することになっている。また、５月１日から
教員研修がスタートした。各県から数名選抜され６週間にわたって技術研修が行なわ
れる。

12:00　UNTAET Civil Service Program Unitの田平由希子（インドネシア OG）氏と面談。
公務員研修プログラムについて聞く。コンピューター、ファイリング等オフィススキ
ルの研修が英語で行なわれる。将来公務員となる予定の 130 人を対象としている。
研修講師としての隊員派遣の可能性について打診された。派遣の候補として考えたい
とは伝えるが、当面は援助効果を考慮して、ある地域に複数の隊員をまとめて派遣し
たい方針を持っている旨説明した。

４月１２日（水）
14:30　DILI District Working Committeeに出席。（UNTAET-DILI District Building）
DILI 県におけるドナー会議（定例会）で、UNTAET、PKF（ポルトガル、バングラデッシ
ュ、マレーシア）、NGO 等約 30 人が参加した。各団体の現状報告や質疑応答など自
由発言で進行。丹羽オーストラリア次長より同調査団が紹介された。
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４月１３日（木）
午前 MANATUTO県視察。MANATUTO-D. A.. Mr. Anastasi Rwegayuraと面談。
同調査団の目的、協力隊事業について説明。D.A.からは農業機械、灌漑技術者の要請
が出された。市内の主な施設はほとんどの建物が焼かれていたが、市場は毎日開かれ
ており小さな商店も幾つか見られた。MANATUTO 市内では夕方５時ごろから夜 11 時ご
ろまで電気が供給される。UNTAET事務所では発電設備があるため 24時間供給可能。
AMI（Assistancia Medica International）ポルトガルの管理による病院がある。

14:00　外務省 DILI連絡事務所、谷口氏と面談。
派遣方法について協議。口上書と合意書での派遣の可能性や E/N について意見交換を
行なう。現状では DILI連絡所は在インドネシア日本大使館の領事館的な役割であり、
協力隊派遣取極については同大使館または外務本省のマターとなるとのこと。

15:00　UNTAET保健部門責任者 Mr. Jim Tullochと面談。
UNTAET の医療保健分野の現状と今後の対策について説明を聞く。現状ではチモール人
医師が全国で 16 名しかおらず、逆に看護婦（士）は多過ぎるとのこと。病院の経営に
費用がかかりすぎるのが大きな問題となっており、今後全国で病院の数を５つ程度に
病院程度にしたいと話した。また、看護学校の体制を整え、看護婦の技術を高めてい
きたいとのこと。

４月１４日（金）
9:00　 CNRT教育部門担当Mr. Filomeno Jacob, Mr. Armoindo Maia, Mr. Domingo Souza
　　と面談。
2000 年 10 月からの新学期に向けた CNRT 側の教育構想について説明を受ける。現在
DILI にある BECORA 工業学校、DILI ポリテクニック、東チモール大学をスタートさせ
るための準備を行なっているが、UNTAET側との協力・連携が十分行なわれておらず、
JOCV の要請については CNRT と直接できないかと話していた。隊員派遣には大きな期
待を寄せており、特に職業訓練校の技術教師の派遣を強く希望している。調査団とし
ては、職種としては協力隊に適しているが、学校の設備が荒らされており授業ができ
る状況ではないと判断した。近い将来、隊員の配属先として再調査を提案したい。

11:00 　ICRC（International Committee of the Red Cross：国際赤十字）を訪問。（DILI
    中央病院と呼ばれる）

14:30　UNTAET-Education Sector Meeting に出席。（会議場所は OCHA: Office of
    Coordination for Humanitarian Affairs)
UNTAET, UNICEF, AusAID, CRS, PPRP/PARC(＊), Concern など 9 名参加。各団体の活動
内容や今後の計画について意見交換。
　　＊ People's Peace Relief Project/ Pacific Asia Resource Centre

４月１５日（土）
午前 AINARO県 Maubisseを視察。District Field Officer Mr. Umar Kamarah と面談。
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Maubisse Sub-District の概要や活動内容及びチモール人 NGO との連携によるプロジ
ェクトや帰還民の問題等について説明を受ける。Maubisse は AINARO 県の北部に位置
し、DILIから車で約２時間半。AILEU-MAUBISSE間は所々道路が陥没していた。Maubisse
市内には市場や小さな商店がある。また食堂が１軒あり定食と紅茶で 7000 ルピア（約
1US＄）であった。Maubisse の UNTAET Office は丘の上にあり、隣にはポルトガル時代
のホテルがあり風光明媚な所である。

午後 AILEU県 Aileu を視察。District Field Officer数名と面談。
各担当者に活動内容や現状を伺う。現場での調査において UNTAET スタッフの多くが
テトゥン語はもちろんインドネシア語もできず、コミュニケーションがとれないこと
が最大の問題であると話していた。協力隊の派遣の可能性としては、建設・水供給技
術者、環境調査、農業、公衆衛生、市場調査、経済、SE等幅広く提示された。AILEU
にはファリンテル（注１）の本部が置かれているため、検問があり、銃を持った多くの
ファリンテルの兵士が見られた。町には大きな市場もあり賑わっている。市場内に喫
茶店が 1軒、通りに食堂が 1軒ある。

４月１７日（月）
17:00　FILOROドンボスコ農業学校着。
AFME（注 2）シスター遠藤看護婦、小向薬剤師と面談。(詳細は 3－2 他の援助機関及
び NGO団体の動向を参照）

４月１８日（火）
7:30　ドンボスコ農業高等学校視察。学校長 Mr. Manuel Ximenes と面談。
校内の施設・教室を視察。他の JICA 調査団がこれまでも訪問している。畜産科の教
師の要請ほか 2000 年 10 月から開始予定の園芸科、水産科の教師についても打診され
た。

9:00　UNTAET-LOSPALOS DA Mr. Gianni Deligiaと面談。
LAUTEM 県の現状と開発分野についての説明を受ける。必要とされる援助の優先順位
は①保健②教育③農業④インフラ⑤WID⑥観光開発。現在、20 のプロジェクトが進行
中。チモール人が自らの力で開発していくように援助していると語った。

14:00　UNTAET-BAUCAU DA Ms. Sawar Sultanaと面談。
土木建築、発電所管理、灌漑、水供給システム修復、食糧管理等の派遣要請が出され
た。農業機械専門家については JICAへ要請済みとのこと。

15:00　UNTAET-BAUCAU District Field Officer  5名と面談。
各担当地区の現状について聞く。技術援助が必要な分野としては、①灌漑施設を含む
土木建築②畜産・水産③栄養改善・公衆衛生など。

（注 1）ファリンテル：独立を支援してきた軍事組織
（注 2）Alliance Friends for Medical Care In East Timor：東チモール医療友の会
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４月１９日（水）
7:30　FATOMACAドンボスコ工業学校視察。
学校の概要、コース等について説明を受ける。各科の担当教師と共に実習室を見学。
学校施設はまったく破壊されていない。実習用機械・器具、設備は外国からの援助に
より充実しており、カリキュラムも整っていた。コンピュータ知識のある電子科・電
気科教師が不足しているとのこと。

9:30　VENILALEドンボスコ家政学校視察。
学校長が不在で、学生もイースター休暇でいなかったため校内の見学に留める。
Fatomaca 工業学校と同様、施設はまったく破壊されていない。シスタースクールらし
く清潔な学内であった。

11:00　BAUCAU市内水道ポンプ場視察
BAUCAU 市街の中心に位置する。一部のポンプが稼働していない為ポンプ場より高い
地域は午前中３時間しか水は供給されていない。また高台にある新市街地域は途中の
ポンプが壊れており、給水車から水を購入している状態。復旧作業はドイツの援助に
より行なわれるそうだが、現在のところ作業は開始されていない模様。

４月２０日（木）
10:00　高橋副代表へ中間報告会（JICA事務所）
高橋副代表から E/Nについて、締結は難しいとの認識で調査を進めているが、UNTAET
側から締結できない旨を文書でもらっているか。派遣方法を検討する上で、その点を
明確にして次の方策を考えるべきではないかというコメントがあった。これを受けて、
E/Nのドラフトを UNTAETのMs. Harding（Deputy SRSGである Mr. Cadyの補佐官）に届
け、回答を貰うこととした。（後日受け取った回答は、免責条項について協議すると
の文面だが、調査団が帰国するまで協議の結論はもらえなかった）

４月２４日（月）
9:00　UN-ILO職業訓練担当 Mr. James McAuleyと面談。
職業訓練校の現状について説明を受ける。教員・スタッフ教育の問題、言語の問題等
を抱え、計画段階にある。CNRT 側との連携が十分取れていないとの印象を受けた。
BECORA 工業学校にはオーストラリアの Northern Territory University からインスト
ラクターを派遣して 6 ヶ月の教員トレーニングを行っている。 NGO では
APHEDA, TimorAIDなどが協力して活動している。

４月２６日（水）
8:00　LIQUICA 県にて NGO 団体 Peace Winds Japan の活動現場を視察。同 NGO の職員
の Mr. Barry と山内氏に同行。DILI 市内の事務所兼住居を見学後、プロジェクトサイ
トへ向かう。途中 UNHCR の資材倉庫を視察。LIQUICA 県内の村でのコミュニティーホ
ール（公民館）建築の活動を視察。村人によって切り出された木材をトラックで運搬す
る作業（現地スタッフが中心となって活動）から建築現場での住民との交渉や作業方
法を視察。
途中の山道で前日の雨のためトラックがスタックするなどハプニングも起きたが、現
地スタッフの精力的・献身的な活動が見られ参考になった。途中、同 NGOが配布した
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資材によって多くの家の修復が行なわれており、山頂から見たきらきら輝くトタン屋
根の景色が印象的であった。

４月２７日（木）
AINARO県 Maubisseを視察。人道援助部門の District Field Officer黒田氏と面談。
Maubisse における活動について説明を受ける。進行中のプロジェクトでは WID の民芸
品製作や淡水魚養殖などがある。CRS や Concern などの NGO が住民和解や青年グルー
プとの連携で活動中。JOCV の活動について意見を聞いたところ①UNTAET の担当オフィ
サーと協力しながら独自性を発揮して活動を展開するのがベターである。②UNTAET の
地方組織から要請を出してもらうにしても CNRT（注 3）との連携に注意する。特に
UNTAET と CNRT との関係は地域によって様々であるため状況をよく把握する必要があ
る。③CNRT の中にはすでに以前の政党に分派している地域もあり、活動において各政
党との関係に注意が必要である等のコメントをいただくとともに、若者の意欲活用、
雇用促進の観点から技術移転・協力の必要性などについて幅広く意見を伺った。この
日は DILIから帰還民が戻ってきたため町が大変混乱していた。

４月２８日（金）
9:00　CNRT教育担当Mr. Domingo Souzaと BECORA公立工業学校（DILI市内東部）視
    察。
職業訓練学校責任者 Mr. Antoninho Piresその他の関係者も同行。
同学校の概要説明を受け、校内の見学。校舎は残っているが実習用機材・機械等が奪
われたり壊されたりしており、授業は始まっていない。教員は以前は 80 名いたが、現
在はその中でチモール人教師の７名しか残っていない。
電気・電子・自動車整備・溶接・建築の各科とも教師の不足、機材の不足、カリキュ
ラムの未整備など多くの問題を抱えている。TimorAID の援助による英語、ポルトガル
語の語学クラスとタイプ、コンピュータ操作のクラスが臨時的に開かれている。2000
年 10 月に新学期スタートの予定だが状況は厳しい。教員をはじめ資機材の支援要請が
あった。
（注 3）CNRT: National Coucil of Timorese Resistance

５月１日（月）
東部 3県（MANATUTO, BAUCAU, LAUTEN）を 4 泊 5 日にて調査。
宿泊は BAUCAU市内の Hotel Antika（1 泊朝食付 50,000 ルピア）
9:00　MANATUTO 市内の AMI（Assistancia Medica International）の管理する病院を見
学。
祝日のため病院は休みで AMI のスタッフも不在だったが、ローカルスタッフに概要
を伺う。以前銀行だったビルを改装して 1999 年 12 月から開始。マラリアの入院患者
が１名。ベッドは以前から使用している竹製のものとオーストラリアから寄贈された
パイプベッドの 2種類。

13:30　MANATUTO県及び BAUCAU県の灌漑施設を視察。
MANATUTO の灌漑設備は支流の増水により毎年流されていて、視察したときも壊れた状
態であった。水路にはまったく水がなく、田には雑草が生い茂り広大な地域が草原化
していた。BAUCAUの灌漑施設の取水口を視察に行ったが、途中地滑りのため道が閉鎖
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されていた。幹線道路から 10Km ほど入った場所で、復旧作業はその土地の管理者が
住民を雇用して行なっていた。トラクターは FATOMACA工業学校から借りたとのこと。
水路の上流部はよく整備されていて水も十分流れていた。その周辺は水が行き渡り広
大な稲作地帯で稲が青々としていた。

５月２日（日）
8:30　BAUCAU中央病院を視察。MSF（国境なき医師団）ベルギーによる運営管理。
建物は破壊されておらず地方病院としては大きな病院であった。設備も一応整ってい
る。各科のローカルスタッフからの聞き取り調査を実施。

15:00　FILORO農業学校を視察。
2000年 1月に JICAへ A-1フォームと要請書がすでに提出されていることが判明した。
その後何の連絡もないため学校長は JICA への不信感を抱いている。何等かの早急な
フォローが必要と思われる。

５月３日（水）
8:30　FATOMACA工業学校を再度視察。学校長 Mr. Marcel A. Loysと面談。
試験期間中であった。学生は礼儀正しくよい印象を受けた。学校長からの要請は①コ
ンピュータ知識のある教員、②自動車整備 (トラクター等の修理 )の技術者。教員へ
指導要請も出されカリキュラムの改良を行なっていきたいとのこと。

11:00　VENILALE家政学校を視察。英語教師 Ms. Justina Lopes と面談。
被服科・調理科の 2 コースの概要を聞き、学生たちの実習の様子を見学。学生は非常
に礼儀正しくさわやかな印象を受けた。被服科は各学年 1 名の教師がいるが、ミシン
が故障して使えなかったり、材料の入手が困難であること、教材・テキストの不足な
どの問題がある。調理科は専任の教師がいない状態でシスターが代行しているとのこ
と。調理用ガスが手に入らないため薪のコンロで実習している。また調理用材料も入
手困難で、現在はパンとお菓子作りの実習のみ。テーブルマナーなどの授業もある。
以前は展示会へ出展したり、縫製工場やホテルでの教育実習、地域の人からの注文を
受けたりしていた。

15:00　VEMASSE Sub-District を視察。UNTAET-Field Officer、Mr. Shaihou Njai
に同行。
  Venilale郡の有力者に JOCVについて説明した。

18:00　VEMASSE村長 Mr. Tomas Franciscoと面談。
村長自ら調査団の宿泊する BAUCAU のホテルまで来てくれ、村の現状について説明を
された。村落復興に関する重点項目は①農業（村民に担当の農地を提供し収穫量の向
上を図るプログラムの実施）②教育（校舎が破壊され机やいすなど備品をすべて失っ
た。教員も不足している）③灌漑設備（修理が必要）④水供給（井戸から水を得てい
るが、ポンプが故障している）⑤保健（MSF による巡回が週３回ある。保健衛生の質
の向上が必要）その他女性グループによる織物の製作、青年グループによるスポーツ
振興や教会をとおしても活動など村全体でさまざまな活動が行なわれている。援助は
WFPによる米配給のみで、UNHCRや NGOなどに申請しているが現在まで何の援助も受
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けていない。村長は大変熱心で活動的な若者であるが英語力が乏しいため UNTAET や
各ドナーとの交渉が困難で支援を得られないと話していた（調査団との会話はインド
ネシア語で行った）。

５月４日（木）
午前 VENILALE家政学校校長 Ms. Joanna Goik と面談。
調査期間中に 3 度目の訪問にしてやっと学校長と面会できた。学校長は調査団の訪問
を期待して待っていた。学校の概要についてはすでに聞き取り済みのため省略。被服
科及び調理科教師の要請を受けた。住居の提供も可能であり（校内の宿泊施設を使用）
隊員の要請書はすぐにでも出せると話していた。すでに語学教師としてオーストラリ
アとポルトガルからのボランティアを受け入れている。また、隊員の活動内容として
地域住民への巡回指導や講習会開催に関しても問題はないとのことだった。

午後 VEMASSE村を視察。前村長で CNRT代表者 Mr. Carlos Dasneues Pereiraと面談。
現村長の父。村での権威者で長老的存在。調査団の訪問に対して大変敬意を持って迎
えてくれた。村の問題点として①農業（トラクターなど農業機械の不足）②灌漑施設
③教育施設（机・いすなどの不足）④住宅の崩壊など。その他、ねずみによる稲作の
被害への対策、住民グループへの支援などの要請があった。面談には中学校長の Mr.
Carlos Dasneues Pereiraが通訳として同席。小学校・中学校も見学した。
  VEMASSE 村内ヘルスセンター看護婦 Ms. Maria Dofatima、調整業務 Ms.
Marcelino と面談。診療体制や現状について聞いたところ、チモール人看護婦（士）7
名、助産婦 3名歯科看護婦 2名の体制でおこなっており、MSFからの医師、看護婦、
助産婦、通訳が週 1、2回巡回診療にくる（薬品持参）。
Ostico, Loiludo, Ossoala, Yaigae, Caicua 地区の診療所にはスタッフがおらず薬品が不
足している。多い疾患はマラリア、皮膚病で重傷の場合は BAUCAU の病院へ搬送す
る。診療所は一部壊れており設備も整っていない。看護婦（士）の雇用や給与に問題等
があるとのことであった。
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３－２　他の援助機関及び NGO団体の動向

  １．UNV（United Nations Volunteer: 国連ボランティア）
     Mr. Joan Hondewaと面談
2000 年 4 月現在で約 250 名が活動中。その中で日本人は 1 名のみ。6 月末までには新
たに 230 名を増員する予定。これまで事務職がメインであったが今後は技術職を配置
するとのこと。手当ては住居費込みで月額 2250 米ドル。その他、着後手当てとして
1000 米ドル支給。

  ２．GTZ（Deutsche  Gesel lschaf t  fu r Techn ische Zusammenarbei t :   ドイツ
技術協力公社）
     Mr. Jim Metzerと面談。
2000 年 4 月現在、BAUCAU 県の水供給システムに支援。ボランティアは派遣していな
い。現在 UNTAET とは政府間の取極めがないが、ドイツ政府としては時間がかかって
も正式な派遣取り極めを結ぶよう UNTAETに働きかけている。

  ３．ICRC（International Committee of the Red Cross: 国際赤十字委員会）
久野医師、口井レントゲン技師、池田看護婦と面談。DILI 中央病院を視察。昨年 10
月から活動開始。ICRC は病院の運営、管理（薬剤、医療物品を含め）業務、及び直接
の医療行為を実施。ICRC のスタッフは、医師、看護婦、助産婦、レントゲン技師、事
務等多部門にわたる。それぞれ各部署に分かれて、日常の診療看護、及び現地スタッ
フへの教育、指導もしている。ICRC のスタッフは病院の敷地内に居住しており、任期
はだいたい 3 ヶ月から 6 ヶ月とのこと。日本人スタッフは、現在外科医１名、産婦人
科医 1 名、レントゲン技師 1 名、看護婦 1 名（交代で 3 人目）。ICRC は本来緊急救援
活動が主体であるが、病院の状態は緊急事態を脱しつつあり、いつまで活動するかは
未定である。

  ４．MSF（Medecins Sans Frontieres. Belgium: 国境なし医師団ベルギー）
     Ms. Cristina Jnop と面談。活動場所の BAUCAU病院を視察。
運営と薬剤・医療物品を含めた管理業務を実施。診療、看護、検査などの直接医療行為
は、主にチモール人スタッフが行なっているが、MSF から外科医一名がすべての手
術を実施している。また MSF の医師が緊急呼び出しに応じるシステムがあり、必要
に応じ検査技師が諸検査の補助を行なっている。BAUCAU 県内の 6 カ所のヘルスセンタ
ーにて巡回診療を実施。医師、助産婦、看護婦、通訳がグループを組んで週 2 回、9 時か
ら 13時まで、診療、投薬、ワクチン接種、及びチモール人への指導を行なっている。
移動用に MSF独自で 4駆自動車を数台所有している。

   ５．AFMET（Alliance of Friends for medical  Care In East Timor: 東チモー
　　ル医療友の会）
荒川コーディネーター、ポーリンコーディネーター、シスター遠藤看護婦、小向薬剤
師と面談。診療所を視察。JICA開発福祉支援対象NGO団体である。LAUTEN県 FILORO
にあるカトリック教会（ドンボスコ）の運営する農業学校内で診療所を開設。199
1 年に設立。8 年間の診療活動と公衆衛生活動をしている。コーディネーター 2 名、
看護婦 2名、薬剤師 1名の 5名体制。内服の指示は、この地域で使われている Fataluku
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語を使用。現地の看護婦は教育をインドネシア語で受けている。結核治療は National
TB Control Programに基づき実施している。重症患者は Lospalosの MDM（Medecins du
Monde-Portugal）の病院に移送する。マラリア（1 日約 50 人の患者）と結核患者が多
い。現在、学校近くに新診療所を建設中。DILI 市内に事務所兼住居を確保し、コーデ
ィネーター 1名が滞在している。

   ６．ADRA Japan（Adventist Development and Relief Agency-Japan）
塚本氏、泉谷氏と面談。JICA 開発福祉支援対象 NGO 団体。DILI 市内の市場設備復興
活動。
アドベンティスト教会系の NGO で世界の国々で開発援助活動を行なっている。日本人
スタッフ 3 名、チモール人スタッフの 3 名体制。同教会の病院や学校が各国にあり、
東チモールにおいても大学復興支援や病院設立などを計画している。市場復興計画で
は、現在残る建造物を生かしたチモールの伝統建築をモデルとし、市場に隣接したバ
スターミナルやコミュニティースペースも計画している。DILI 市内の教会敷地内に事
務所兼住居を確保している。

   ７．WORLD VISION Japan
南氏（リエゾン・オフィーサー）と面談。JICA開発福祉支援対象 NGO団体。
日本人スタッフは 1 名で、他は World Vision International のスタッフ及びチモー
ル人スタッフ。AILEU 県内 8 箇所のヘルスポストの修復と看護婦のスタッフの教育を
行っている。ヘルスポストのある各村から 5 名ずつの代表者を出してもらい、彼らと
の話し合いの中で、その村での活動計画等を決定する。活動は 36 ヶ月の予定してい
る。

   ８．PEACE WINDS Japan
山内コーディネーター、Mr. Barryと面談。プロジェクトサイトを視察。
LIQUICA 県でのシェルター用資機材の配布活動を実施中。1999 年 10 月よりいち早く
活動を開始。現在までの活動市域でのシェルター用資機材配布（3500 セット）はほ
ぼ終了し、次のサイトとして DILI 県の COMORO 地区を予定している。（追加 900 セ
ット）UNHCR の資金援助による SURABAYA 買付けの資材を利用。LIQUICA への幹線道路
脇に独自の資材倉庫がある。各村へ配布する前段階として、チモール人スタッフによ
る対象村の現況調査を行っている。（焼家、世帯数、人口等聞き取り調査）シェルタ
ー資材を配布する際に、組み立て方の基本指導を行い、その後は各村の住民の手で行
なっている。活動の基本方針は、日本人及びインターナショナルスタッフを最小限に
し、現地のスタッフ及び村民自身の労力を活用することにある。
シェルター用資機材配布とは別に、各村にコミュニティーホール（公民館）の建設を
行っている。伝統様式の建造物を建て、帰還難民と住民の和解プログラムや各種のワ
ークショップ、職業訓練のためなどに利用することを目的としている。資材はすべて
現地調達のものを利用し、木材の切り出しを村民が行い、当 NGO はその運搬を手伝
う。建設においても、基本的な指導のみに留め、出来る限り住民たちの手で行なう方
針である。DILI市内に事務所兼住居を確保し、車 13台分の駐車スペースもある。

   ９．PARC（Pacific Asia Resource Centre: アジア太平洋資料センター）
　　　久保氏、越田氏と面談。
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1999 年 9 月に PPRP（People's Peace Relief Project）として約 20 の日本の NGO 団
体が集まり、東チモール緊急援助の活動を開始。LIQUICA 県を中心に物資配給や学校
復興資材の配布活動を実施中。4月末で緊急フェーズが終了したため、PPRPから PARC
独自の活動に移行中。LIQUICA 県内で農村復興支援を行っている。対象地区は 156 世
帯のファウララ地区と 88 世帯のロエス地区の 2 ヶ所。地域の選定に当たって、村内
での組織が比較的しっかりしていた地区をサイトとして選んだ。現地のキリスト教団
体 ISMAIK と連携し、農民グループや女性グループとの話し合いを通じて復興活動を
行っている。活動内容は農業支援（農機具の支給、田植えなどの技術指導、灌漑設備
の建設など）、教育支援（学校の再建学校給食の配給、チモール人学生団体との連携
による親子講習会など）、女性グループへの識字教育、保健衛生指導などである。2000
年 10月から 2003 年 9月までの 36ヶ月の活動予定。

   10．SHARE（Services for the Health In Asia and Africa Regions: 国際保健協
   力市民の会）
       川口看護婦、徳田看護婦、加藤看護婦と面談。
日本人医師 1 名、看護婦 3 名、コーディネーター 1 名の 5 名体制で、ERMERA 県内のヘ
ルスポストにて活動している。住民参加型のプライマリーヘルスケアーを草の根レベ
ルで展開中。DILI市内に住居を確保。現在は毎日活動場所まで通っている（約 2 時間）
が、今後現場へ引っ越す予定である。2000 年 3 月から 2003 年 3 月まで 3 年間の活動
予定。

   11．BAUCAU県における主な NGO団体
   ・ MSF（国境なき医師団ベルギー）
   ・ CRS（Catholic Relief Services）
   ・ ICRC（国際赤十字）
   ・ CARITAS

   12．TIMOR人による NGO団体等（4 月現在 UNTAET登録 121 団体）
・ TIMOR AID　チモール最大の NGOで Australia Instituteとの連携で教育（英語・
　ポルトガル語研修）、保健など幅広く活動している。
・ DSMPTT（Dewan Solidaritas Mahasiswa Pelajar Timor Timur 東チモール学生連
盟）NGOではないが、東チモール全国に広がる大学生の団体。DILIに本部を置き、
各町に支部がある。住民レベルの活動から、政治、経済、教育など国造りに関す
る活動まで行っている。DILI東部地区代表 Arsenio Pereikaと面談。

- 19 -



３－３　生活環境

　東チモールの主要都市であり、当面の JOCV 派遣計画予定地域である DILI 及び
BAUCAUについて報告する。

１　人口
  Dili……約 15万人 Baucau……約 10万人（いずれも推定）

２　電気、水道、ガス
電気・・・ Dili, Baucau とも 24時間使用可能。時々停電あり。
水道・・・ DILI市内はだいたい良好だが、漏水や揚水ポンプ・水道管の破損により支

障のあるところもある。Baucau 市の新市街地域は揚水ポンプの破損により水道か
ら水の供給が出来ず、給水車から水を購入している。

ガス・・・料理用ガスボンベはまだ普及していない。一般家庭は灯油使用のコンロを
　　使っている。

３　物価
　　Diliと Baucauでは品物の価格に大きな違いはないが、インドネシア統治時代よ
　　り 2倍～4倍ほど価格が上昇している。（　）内はインドネシア統治時。
　　（例）野菜 1山・・ 5千～1 万ルピア（約 2 千 5 百ルピア）

    牛肉 1kg ・・ 2万 5千ルピア（約 1 万ルピア）
    鶏１羽・・ 8万ルピア（約 2 万ルピア）
    ガソリン 1リットル・・ 2 千 5 百～3 千 5 百ルピア（5 百～1 千ルピア）
インドネシア統治時代もジャワ島から離れているため、もともと物価は高め
だったと考えられるが、現在のインドネシアの物価と比較しても 3 倍～4 倍高
い価格である。聞き取り調査によると、インドネシア統治時代のチモール州
の公務員の給与は 1 ヶ月 60 万ルピアほどで、インドネシアに比べ 2 倍～3 倍
高かったようである。

４　主な施設
①銀行・・・ Diliではポルトガル系の BNU（Banco National Ultramanno）が、UNTAET

本部近くと船上ホテル OLYMPIA の 2 ヶ所で、豪州系の WestPac が 1 ヶ所で営業し
ている。BNU は外貨交換（現金のみで米ドル、豪ドル、インドネシアルピア、ポ
ルトガルエスクード）、口座開設、ポルトガル経由で海外送金・預金が可能、WestPac
は外貨交換、T/C のキャッシュ化を行っているが、まだスムーズな状況とはいえ
ない。Baucau では BNU の看板のある建物が旧市街の大通りにあるが、まだ営業し
ていない。
国連の暫定統治下にある間の通過は、インドネシアルピア（チモール人スタッフ
給与、市場での買い物等）、米ドル（UNTAET からチモール人職員への給与、ホテ
ル、郵便切手等）、豪ドル（ホテル、豪州系の企業、レストラン等）の３種類が
併用されている。両替に関しては、BNU 付近や市場（Dili、Baucau とも）に個人
の両替商がおり交換レートはほぼ銀行と同じである。

②郵便局・・・ Diliでは UNTAET本部の東隣に郵便局が開設され、2000年 4月末から
業務が始まったばかりである。国内では Dili、Baucau のみ配達可能とのことであ
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る。
③市場、商店・・・ Diliの中央市場は日に日に拡大しており、食料品、衣類、雑貨、

薬品（ただし品質に問題あり）等主に西チモールからの物資が豊富に出回ってい
る。Olympia ホテル内の売店、空港へ向かう道沿いの Toyota 販売店の 2 階とその
近くの East Timor Car Rental 内（家具、電化製品等）、Loposae ホテル裏のスー
パー Haksolok（食品、雑貨）等で生活必需品は購入できる。また、Dili 市内で一
般市民向けの商店も続々開店している。Baucau では旧市街、新市街とも食料品中
心の市場が毎日開かれてあり、商店は品数に限りがあるが雑貨、衣類等も販売し
ている。

④レストラン・・・ Diliでは外国人を対象にした Uma Mutuk（ポルトガル料理）、
Totonito（ポルトガル料理）、マラビナ（インドネシア料理）、Hotel Dili（オー
ストラリア料理）、Caf Dili（オーストラリア料理）、オリエンタルレストラン
（中華料理）、Fato hana（インドネシア料理）等があるが、料金は外国人価格
で高い。Olympia ホテル近くの海岸沿いにある屋台や街中には一般向けの食堂も
出来つつある。Baucau ではレストランが２軒あるが値段は高い。新市街のバスタ
ーミナルに一般向けの食堂がある。

⑤理髪店・・・ Diliでは Lorosaeホテルの近くに Susana理髪店がある。他にも Dili、
Baucau市内で Salon（理髪、美容院）の看板は見かけた。

⑥コピーサービス・・・ Dili市内に最近開店した。

５　住居
①Dili・・・ホテルは、Olympia（船上）、Lorosae、Hotel Dili、Turismo、Paximus  　　　　

Lodge 等があるが、UNTAET スタッフが長期滞在しているため空室が少なく、料金
も高額である。（80～120 豪ドル）NGO などは事務所や住居用に民家を借り上げて
いるが、修復の必要性や、権利の不明確な状態（元の持ち主がインドネシア人で
あったとか政府の所有であったなど）から借用物件が少ない、また物件はあって
もトラブルが多い等の理由で、賃貸家屋探しは困難である。NGO は、教会関係や
地元の有力者の紹介など人づてで情報を得て契約を結んだり、UNTAET の職員の紹
介で借りたりしている。また、最近 UNTAET 本部やレストラン等に、貸家の情報が
出てきている。

（参考）AFMETの事務所＆住居……Comoro地区にある住宅街の一角、近くの DonBosco
教会の神父の紹介（契約書は彼を通じて交わした）で見つけたもので、大家は CNRT
の人で近所に住んでいる。
部屋・・・客間、居間、個室（4）、ダイニング、台所、浴室、トイレ
家具なし。電気、水道 24時間使用可能。灯油のコンロ使用。駐車場あり。
家賃・・・ 170 万ルピア（約 300 米ドル）／1 ヶ月。1 年の契約。

②Baucau・・・ホテルは UNTAETスタッフの長期滞在により空室を得るのは難しい。
本調査団は Hotel Antika の 1 階部分（以前はレストラン、商店だったところにシ
ャッターを降ろして部屋としている、ベッドあり）に宿泊した。（一泊 Rp.50000）
但し長期滞在は安全、騒音、プライバシー確保の面で、不適当と思われる。民家
の借り上げに関しては Dili と同じで限られている。新市街地区には修復すれば使
用できそうな家がいくつか散見されたが、水の問題がある。UNTAET のフィールド
オフィサーの一人は、新市街地区で家を借りており（大家が水を購入してくれる）、
UNTAETや地元の有力者を通して情報収集することを薦めたい。
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６　医療施設
①Dili・・・ ICRC（国際赤十字）運営管理による Dili中央病院

病床数……約 200 床。
ICRCから外科医 2名、内科医 1名、婦人科医 1 名、麻酔科医 1 名、小児科医 1 名、
看護婦、助産婦、レントゲン技師、事務、薬剤管理等が入っている。（日本人は、
婦人科医、外科医、看護婦、レントゲン技師の 4 名。）病棟は内科（女性、男
性）、外科（女性、男性）、産婦人科、小児科、ICUがあり、外来は救急外来（24h）、
内科、外科外来（チモール人医師）、歯科がある。検査は一般血液、生化学、培
養、レントゲンが可能である。医薬品、衛生材料等は足りている。手術は可能だ
が、輸血の設備はまだない。診療代、入院費等はすべて無料。ICRC が負担してい
る。看護婦（士）、助産婦等のチモール人スタッフは充足しているが技術、知識
レベルはまだ低い。現在は ICRC スタッフが通訳を通じて教育指導している。現在
ICRCが全面的に運営しているため、医療サービス状況は特に問題ないと思われる。
今後は ICRC の活動予定期間と、チモール人スタッフによる病院管理への移行、
技術移転等が重要なポイントになってくるだろう。現時点では国際赤十字の活動
予定期間は未定である。

②Baucau・・・ MSF-Belgium（国境なき医師団ベルギー）運営管理による Baucau
　　　　　　 District Hospital

ベッド数は 106 床。病棟は外科、内科（隔離室あり）、小児科、産婦人科がある。
外来は救急外来、内科、歯科、予防接種外来があり、一般医 3 名（チモー
ル人）で入院患者を診察している。外科医 1 名（MSF）が手術（事故、骨折、ヘル
ニア、帝王切開等）実施。検査はレントゲンあり。血液一般、肝機能、マラリア、
デング、結核クロスマッチ、尿検査は可能であるが培養検査、輸血管理はできな
い。Viqueque, Lautem, Manatuto からも患者が搬送されて来ている。主な疾患は
マラリア、結核、下痢、呼吸器感染症、皮膚病などがある。

③Manatuto・・・ AMI-P（Assistencia Medica International Portugal）病院
ベッド数は 13 床。AMIスタッフは医師 2 名、看護婦 2 名、検査技師 1 名がおり、チ
モール人スタッフは看護婦、看護士 5 名、助産婦 2 名、通訳 2 名がいる。分娩、血液
検査は可能だが、レントゲンはない。救急車及び病院所有車は計 3 台ある。以前銀行
として使っていた建物を仮使用し規模も小さい。重症患者は Dili、Baucau へ搬送し
ている。

　Dili、Baucau において、ある程度の疾患の治療は可能であるが、輸血を伴う大きな
手術等は、東チモール国内では不可能と思われる。緊急事態の場合はダーウィンの
Royal Darwin Hospitalへの移送等を考慮する必要があるだろう。

７　治安
PKF による治安の維持が行われており、Deli や Baucau における現在の PKF の配置状
況は次のとおりである。
①Deli・・・ PKF（ポルトガル、ケニヤ、ブラジル）
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②Baucau……PKF（タイ）Civilian Police（文民警察　87名）

８　通信
①電話・・・ Diliでは、オーストラリアの TELSTRA社により固定式電話回線が設置さ

れ始めている。通常は同じ会社の携帯電話を使用している。レストラン等でプリ
ペイドカードを取り扱う店も出てきている。
Baucau では、市内は携帯電話の使用はできないが、旧空港付近のエリアで Dili
との交信は可能である。それ以外の地域はインマルサット（衛星電話）を使用す
ることになる。
携帯電話と Windows 系のパソコンを使って、データの送受信は可能であるが容量
の制限があり、またインターネットへの接続は困難である。携帯電話とパソコン
を繋ぐケーブルはオーストラリアで購入できる（179 豪ドル）。FAX は UNTAET
や援助機関事務所（JICA 含む）、ホテル等で設置しているが、一般向けのサービ
スはまだ始まっていない。

②郵便・・・ 4月末から郵便サービスが始まった。切手の絵柄は 1 種類で、国外国内
で色が異なる。切手に値段は記入されてないが、国外用一枚 50 米セント、国内
用 10 米セントで、封書、葉書どこでも切手一枚でよいとのこと。日本まで約 10
日かかる。国内は Dili と Baucau との間のみ開始とのことだが、配達システムな
ど詳しいことは不明。Dili郵便局には私書箱が設置されていた。

③クーリエ・・・ TNTの Dili代理店 AFS East Timorで実施。

９　交通機関
　東チモール（Dili）のフライト
＊Darwin-Dili　国連機・・・月曜日～金曜日まで一日一便、UN スタッフ優先だが、
　空きがあれば NGO等も無料で利用可能。
＊Darwin-Dili Air North ・・・毎日三便、機体は小さく（19 人乗り）、持込荷物
　は 20 kg（パンフレット上は 13kg）まで。
＊Darwin-Dili Qantas・・・ 2000 年 5 月から運行開始。詳細不明。
＊Denpasar-Dili Merpati（インドネシア）・・・ 2000 年 5 月から月、水、金の週
三便に増便。

その他（陸路移動）
主要都市間は乗合バスあり、Dili－Baucau間は２万～２万５千ルピア、Dili－Lospalos
間は 5 万ルピア。一応出発時間は決まっているようだが、乗客が満員になったら発車
する様子で、すし詰め状態である。
Dili 市内は乗合小型バス（5 百ルピア）が徐々に増えているが、タクシー（市街地域
内 5千ルピア、市街地域外１万ルピア、メーターなし）の方が多い。
Baucau 市内にはタクシーがなく、乗合小型バス（1 千ルピア）が唯一の公共交通機関
である。
長距離バスの台数は増えてきているようであるが、まだまだ移動手段は限られてくる。

１０　言語
8 割くらいの東チモール人はテトゥン語を話せるが、Lauten 県の人々はファタルク
（Fataluku）語を話す。おおよそ 45 歳より上の世代はポルトガル語で教育を受けて
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いて読み書き会話ができ、それより若い世代はインドネシア語で教育を受けているた
め 30、40 代以下の世代は、ポルトガル語は多少理解できても話せない人が多い。英
語を話せる人はかなり限られる。公用語はまだ未定である。Dili、Baucau ともインド
ネシア語で生活に不自由はない。日常の生活にテトゥン語を使っているが、地域毎に
地方語を持っている。UNTAET のスタッフのなかにポルトガル語やインドネシア語ので
きる人が極めて少ないため、チモール人との意思の疎通が難しいとの訴えがあった。
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４　協力隊派遣計画

４－１　協力隊のニーズ
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱの一州であった時代は多くの技術職はｲﾝﾄﾞﾈｼｱ人が担当してり、東チモール
人の技術職はかなり限られていたようである。従って、あらゆる分野において中堅技
術者は大幅に不足している。UNTAET の本部にしても地方組織にしても、聞き取り調
査の結果は技術を持った人を必要としているとのことであった。従って、短期的にも
中長期的に見ても、技術系分野での協力隊の要請が出てくると予想される。

４－２　重点分野
UNTAET、CNRT ともに農業を復興事業へのメインに上げており、農業人口が国民の多数を
占めることからも、東チモールへの協力はまず農業分野であろう。これまであった地
方農民組織の建て直し、その組織を利用した村落復興は短期的にも中長期的にも協力
隊の活動分野としては中核となりうると言える。また、人材育成、特に中堅技術者の
育成という観点から、技術学校への協力を重点分野にすえることも適当と考える。当
初は設備の整った Don Bosco 教会系の技術学校での活動を考えているが、将来は公立
の技術学校への協力も当然考慮すべきであろう。

４－３　他の JICA事業との関係
JICAが 2000年 2 月から展開しているインフラ整備、水供給、地図情報システム、
農業関係の調査やプロジェクト等の関連及びフォローも視野に入れた職種と活動内容
を考慮したい。

４－４　事業展開
短期的派遣と中長期的派遣を視野に入れた事業展開を考える。短期的派遣は「2　要
請背景調査結果」で述べたとおりである。中長期的には一般隊員の通常派遣を実施す
る。派遣分野や派遣職種の当初と比べて広範囲に展開することになろう。当初の短期
派遣は農業を中心とした村落復興支援と技術学校への派遣を主分野として 5～10
名の派遣としたい。
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５　考察

５－１　考察
ディリに滞在した 4 週間、日に日に街の様子が変わっていく様子が感じられた。車の
台数が増え、簡素ではあるが焼けた建物の中でも商店がオープンし、レストランもあ
ちこちに開かれている。このように庶民の生活の中にも少しずつ復興の兆しが見られ、
これから半年後、1年後の変化は予想しがたい。
UNTAET、CNRT、NGO そして JICA 関係者等の意見を伺い、また実際に街の急速な変化を
目のあたりにして、東チモールの情勢は緊急支援が必要な状況から脱しつつあると感
じられる。国際機関や NGO による復興に向けた活動は今だに盛んであるが、これから
はバイラテラルな援助も徐々に展開されていくのではないか。
このような状況下にあって、協力隊の派遣は必要性と時期を得たものであり、UNTAET
や CNRTは大きな期待を寄せていると強く感じられた。

５－２　提案
東チモールは UNTAET の暫定統治下にあり、政治的、社会的、経済的状況は刻々変化
している。このような環境下で実施する支援活動は柔軟性と機動性が重要且つ不可欠
と考えられる。そのために当面は協力隊や日系社会ボランティア等の経験者を派遣し、
彼らの独自性と創造性を尊重して、これまでの個々の経験を活かした活動を期待する
という面から緊急支援の新しい試みとして協力隊の事業幅を広げることになる。
現在、東チモールで活動する NGO や JICA プロジェクトの調査団の中には協力隊の経験者が
多い。協力隊をはじめとするボランティア事業の経験者に対し、東チモールのような
緊急かつ独創的な活動が求められる現場で彼らの経験を活かせるようなスキームが
できれば、今回の東チモールの試みは大きな試金石になるのではないだろうか。
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